
 
平成 16 年度 事 業 報 告 書 

 
特定非営利活動法人 ｱｲ･ｴｽ･ｵｰ有効活用ｾﾝﾀｰ

 
Ⅰ 事業期間 
   平成 16 年 4 月 1 日 ～ 平成 17 年 3 月 31 日 
  
 
Ⅱ 事業の成果 
 設立３年目として、ISO の普及活動、支援活動が軌道にのりつつある。事業としては、大

学からの要請による ISO セミナーの実施及び自己宣言型 ISO9001 の認定内部監査と

ISO14001 の認証前内部監査の支援活動を２つの企業について行った。また、１組織の賛助会

員が増加した。運営体制等は、運営も定着したことから年度後半から２ヶ月毎の理事会の定

例化が確立し、普及に向けての自己診断チェックシートの作成や ISO 自己宣言マーク、認定

記念品等を定めた。さらに、16 年度計画で掲げたコンサル事業は実施できなかったが、内部

監査代行事業は普及できる目途がついた。大学機関との連携セミナーの計画もでき、次年度

での開催がきまった。 
 
 
Ⅲ 事業の実施状況 
 １ 特定非営利活動に係る事業 

(1) セミナー事業  
立命館大学法学部の授業として連携したセミナーの要請を受け、6 月 9 日に西田専務

理事が参加した。 
 
収入：0 円 
支出：0 円 

 
(2) コンサル事業 
・無料相談  
【内  容】構築・運用の無料相談 
【実施場所】アイ･エス･オー有効活用センター事務局 
       → ５社より問合せがあり、電話による対応を行った。 

・企業支援  
【内  容】構築・運用コンサル 
【実施場所】ISO9001 構築希望企業からの要望で自己宣言型取組みを指導（無料）。

 
 収入：0 円 
 支出：0 円 
 

(3) ISO 監査事業  
1)【内  容】第三者による内部監査（ISO14001） 
【実施場所】ISO14001 構築希望のメンテナンス会社から、認証前内部監査の代行

要請があり、12 月 9 日に実施した。 
2)【内  容】自己宣言型 ISO9001 の認定 
【実施場所】ISO9001 の自己宣言型運用希望の建設会社の要請を受け、平成 17

年 1 月 10 日に第 1 回内部監査を実施した。 
  
      収入：206,420 円（10 万円×2 社、実費交通費） 
      支出：207,135 円（講師料、交通費、広告宣伝費） 
 



 

 
Ⅳ 社員総会の開催状況 
   平成 16 年度総会は、平成 16 年 5 月 15 日（土）に大阪梅田の大阪駅前第２ビル２階

の北大会館会議室で開催、約 14 名が参加し、平成 15 年度事業報告書、収支報告書、

財産目録の承認事項を承認した。また、16 年度の事業計画書、予算書及び理事の選出

を行い、1 名の理事が交代し、他の理事は再任することについて議論、承認をした。 
 
Ⅴ 理事会その他の役員会の開催状況 

    理事会は、前半ほぼ１ヶ月に１度開催し、12 月以降の後半は２ヶ月に１度の開催と

なった。 
    平成１７年度  第１回  2004.04.26(火) 18：30～20：30 ISO 有効活用ｾﾝﾀｰ事務局

             〃    第２回  2004.06.28(火) 18：30～20：30 ISO 有効活用ｾﾝﾀｰ事務局

              〃   第３回 2004.07.24(月) 18：30～20：30 ISO 有効活用ｾﾝﾀｰ事務局

              〃      第４回 2004.08.31(火) 18：00～20：30 ISO 有効活用ｾﾝﾀｰ事務局

              〃      第５回 2004.09.28(月) 18：00～20：30 ISO 有効活用ｾﾝﾀｰ事務局

〃      第６回  2004.11.01(月) 18：30～20：00 ISO 有効活用ｾﾝﾀｰ事務局

〃      第７回 2004.12.13(月) 18：30～19：30 ISO 有効活用ｾﾝﾀｰ事務局

〃      第８回 2005.02.07(月) 18：30～20：30 ISO 有効活用ｾﾝﾀｰ事務局

〃      第９回 2005.04.04(月) 18：30～20：30 ISO 有効活用ｾﾝﾀｰ事務局



 

 
平成 17 年度 事 業 計 画 書 

 
特定非営利活動法人 ｱｲ･ｴｽ･ｵｰ有効活用ｾﾝﾀｰ

 
Ⅰ 事業の実施方針 
  ・平成 17 年度は、組織の活動を一層強化し、広報活動を展開しつつ事業化の進展と会員

拡大を目指す。 
  ・事業活動としては、自己宣言型の ISO 普及に力を入れ、内部監査の代行を中心とした

有効活用の支援を展開する。特に ISO の認証済企業で効果の十分でない中小企業を対

象に内部監査代行を呼びかける。また、大学との連携セミナーの確実な実施の定着を

図る。構築のための無料相談を実施し、必要な企業での１～２回の内部監査の実施を

目指す。内部監査代行事業としては、収益性と会員拡大とあわせた展開にも配慮して

前進を図る。 
 
Ⅱ 事業の実施に関する事項 
 １ 特定非営利活動に係る事業 

(1) セミナー事業 
【内  容】大学連携セミナー 
【実施場所】大阪産業大学、等 
【実施日時】６ヶ月に１度 年間２回開催 
【事業の対象者】学生、企業の ISO 推進者、ISO に興味のある方 
【収  入】10 万円 
【支  出】 6 万円（講師料 2 万円×2 回、資料費用 2 万円） 

(2) コンサル事業 
・無料相談 
【内  容】構築・運用の無料相談 
【実施場所】事務局（エス･ティー･アート内） 
【実施日時】毎月第２月曜 PM6:15～PM9:15 年間 10 回開催 
【事業の対象者】要構築希望個人又は団体 
【収  入】０円 
【支  出】０円 

・企業支援 
【内  容】構築・運用コンサル 
【実施場所】要構築希望団体 
【実施日時】適時 
【事業の対象者】要構築希望団体 
【収  入】20 万円×2 社 ＝ 40 万円 
【支  出】講師料１社 14 万円×2 社 ＝ 28 万円＋会議費等 

(3) ISO 監査事業 
【内  容】第三者による内部監査及び自己宣言型認定の内部監査 
【実施場所】要構築希望団体 
【実施日時】適時 
【事業の対象者】要内部監査希望団体 
【収  入】10 万円（1 回）×2 社 ＝ 20 万円 
【支  出】講師料１社 5 万円×2 社 ＝ 10 万円＋会議費等 

  (4)情報発信･広報 
    【内  容】ＨＰを更新し、情報発信に努める。メールによる内部監査代行を宣伝

する。  
    【支  出】監査事業費を活用する 


